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小笠原の花・木・鳥・魚 

花 ムニンヒメツバキ  木 タコノキ 

鳥 ハハジマメグロ   魚 アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ貯水率 

6/26現在 

父島 

89.6/100 

母島  

86.2/100 

5月気象状況  (父島) 

最高気温 30.4℃ 

最低気温 17.4℃ 

平均気温 25.0℃ 

平均湿度 87％ 

月降水量 14.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(６/1) 

      2,518人 

      父島   母島         

 人口  2,088人  430人 

 世帯  1,245     264 

                   
 

                
 

            

  

【期
日
前
投
票
期
間
】 

７
月
６
日(

土)

午
後
８
時
ま
で 

 
 

※
母
島
は
７
月
５
日(

金)

午
後
６
時
ま
で 

【投
票
日
《父
島
》】７
月
７
日(

日) 

【繰
上
げ
投
票
日
《母
島
》】７
月
６
日(

土) 

【開
票
日
】７
月
７
日(

日) 
 
 
 

※
詳
細
は
、
村
民
だ
よ
り
６
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◎
ご
注
意
く
だ
さ
い 

投
票
日
の
投
票
時
間
は
、 

午
前
７
時
～
午
後
７
時
ま
で
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

 

２―

３
１
１
１ 

    

７
月
１
日(

月)
か
ら
、
村
役
場
横
に
設
置
し
た
「資

源
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
回
収
コ
ン
テ
ナ
」で
、
一
般
家
庭

か
ら
の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
回
収
を
始
め
ま
す
。 

 

コ
ン
テ
ナ
へ
は
、
い
つ
で
も
持
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

(

台
風
等
の
荒
天
時
を
除
く
。) 

 

ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
汚
れ
て
い
る
も
の
は
、
洗
っ
て
乾
か
し
て
か
ら
持
込

み
く
だ
さ
い
。 

          

【回
収
品
目
】 

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装 

(

マ
ー
ク
が
あ
る
も
の) 

(

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
含
む) 

②
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

(

マ
ー
ク
が
な
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
割
合
が 

７
割
以
上
で
、
硬
質
な
も
の) 

※
コ
ン
テ
ナ
で
は
、
１
辺
が
３０

ｃｍ
以
下
の
小
型
の
も

の
の
み
回
収
し
ま
す
。
サ
イ
ズ
が
超
え
る
も
の
は
、

中
が
見
え
る
袋
に
大
き
く
「プ
ラ
」と
書
い
て
、
毎

月
２
回
目
の
水
曜
日
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
粗

大
ご
み
の
近
く
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル 

④
紙
製
容
器
包
装(

マ
ー
ク
が
あ
る
も
の) 

⑤
雑
誌
、
新
聞
、
雑
が
み(

コ
ピ
ー
用
紙
、
包
装
紙
、 

紙
袋
、
チ
ラ
シ
な
ど) 

※
臭
い
の
付
い
た
も
の
、
汚
れ
て
い
る
も
の
、
感
熱
紙

カ
ー
ボ
ン
紙
な
ど
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。 

⑥
紙
パ
ッ
ク(

マ
ー
ク
が
あ
る
も
の) 

【注
意
事
項
】 

村
役
場
前
バ
ス
停
側
か
ら
歩
道
を
ま
た
い
で
の
車

両
侵
入
は
せ
ず
、
村
役
場
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

               

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

生
活
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

  

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
・乾
燥
機
、
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
で
家
庭
用
に
分
類
さ
れ
る
製
品
は
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
の
対
象
で
す
。 

【受
付
窓
口
】 

《父
島
》村
役
場 

環
境
課 

《母
島
》母
島
支
所
内 

簡
易
郵
便
局 

【手
続
き
方
法
】 

①
受
付
窓
口
で
、
家
電
の
裏
面
な
ど
に
あ
る
「銘
板
」

部
分
の
写
真
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

製
造
業
者
名
と
、
テ
レ
ビ
は
画
面
サ
イ
ズ
、
冷
蔵

庫
・冷
凍
庫
は
全
定
格
内
容
積
の
情
報
が
必
要
で
す
。  

 

こ
の
情
報
を
も
と
に
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
発
行
し
ま
す
。 

②
郵
便
局
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を(

母
島
で
は
、
同

時
に
送
料
も)

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

③
父
島
で
は
、
奥
村
の
家
電
保
管
場
所
に
家
電
を
持

ち
込
ん
で
頂
き
、
送
料
を
そ
の
場
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。 

※
海
上
運
搬
費
用
は
、
一
般
財
団
法
人
家
電
製
品
協

会
が
全
額
助
成
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

負
担
は
内
地
陸
送
分
の
み
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

生
活
環
境
係    

２―

２
２
７
０ 

 
 
 
 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
    

３―

２
１
１
１ 

   

◎
小
笠
原
村
議
会 

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会 

【放
送
日
】７
月
11
日(

木)

午
前
９
時
～ 

７
月
12
日(

金)

午
前
９
時
～ 

 
 
 ◎

母
島
返
還
祭
・父
島
返
還
祭 

【放
送
日
】 

《母
島
返
還
祭
》７
月
27
日(

土)

午
後
６
時
～ 

《父
島
返
還
祭
》７
月
28
日(

日)

午
後
６
時
～ 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

ＮＯ．769 

令和 6 年(2024) 

  7/１(月) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

東
京
都
知
事
選
挙 

村
役
場
横
コ
ン
テ
ナ
で
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

の
回
収
を
始
め
ま
す(

父
島) 

家
電
の
処
分
方
法 

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

11

ch) 

放
送
予
定 
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７
月
２０
日(

土)

～
８
月
28
日(

水)

の
間
、
小
中

学
校
が
夏
休
み
期
間
と
な
る
た
め
、
平
日
ダ
イ
ヤ(

扇

浦
線)

の
、
７
時
１５
分
小
港
海
岸
発
便
は
、
ど
な
た
で

も
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
村
営
バ
ス
を
有
効
に
使
っ
て
い
だ
た
く
た
め

に
、
普
通
乗
車
賃
１
回
２
０
０
円(

小
人
１
０
０
円)

以

外
に
回
数
券
や
１
日
乗
車
券
、
定
期
券
等
の
割
引
制

度
が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
営
業
所
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２―

３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

    

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、
海
域
ツ
ア

ー
の
安
全
対
策
と
し
て
安
全
に
楽
し
く
ス
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
ツ
ア
ー
等
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｂ
Ｓ
Ｎ
／
日
本
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
連
盟
と
連
携

し
、
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
認
定
講
習

を
開
催
し
ま
す
。 

【実
施
期
間(

予
定)

】 

10
月
26
日(

土)

～
28
日(

月) 

 
 
 

26
日 

  

午
後
１
時
～
９
時 

 
 
 

27
日
、
28
日 

 

午
前
９
時
～
午
後
６
時 

 
 
 (

そ
れ
ぞ
れ
休
憩
時
間
を
含
み
ま
す) 

【受
講
申
込
期
間
】 

 

《申
込
期
間
》７
月
１
日(

月)

～
19
日(

金) 

 

《用
紙
配
布
・受
付
場
所
》 

村
役
場
産
業
観
光
課
ま
た
は
母
島
支
所 

 

【受
講
料
】４
４
，
０
０
０
円 

(

合
格
者
は
登
録
料
等
別
途
５
，
０
０
０
円
程
度
必

要) 【事
前
泳
力
測
定
】 

９
月
中(

予
定)

に
次
の
内
容
の
事
前
泳
力
測
定
を

行
い
ま
す
。 

①
２
０
０
ｍ
ク
ロ
ー
ル(

制
限
タ
イ
ム
４
分) 

②
４
０
０
ｍ
フ
ィ
ン
ス
イ
ム(

マ
ス
ク
・ス
ノ
ー
ケ
ル
・フ

ィ
ン
着
用 

フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
の
み 

制
限
タ
イ
ム
７

分) 

③
25
ｍ
平
行
潜
水(

制
限
タ
イ
ム
な
し) 

④
40
ｍ
平
行
潜
水(

マ
ス
ク
・ス
ノ
ー
ケ
ル
・フ
ィ
ン
着

用 

フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
の
み 

制
限
タ
イ
ム
な
し) 

※
講
習
の
詳
細
、
申
込
み
方
法
等
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
   

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局 

 

村
役
場
産
業
観
光
課     

２―

３
１
１
４ 

   
小
笠
原
村
観
光
局
は
、
旅
行
会
社
、
マ
ス
コ
ミ
お
よ

び
個
人
旅
行
者
等
に
小
笠
原
の
観
光
に
関
す
る
情
報

発
信
や
相
談
業
務
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
運
営
や
営
業
展

開
を
行
う
事
業
を
本
土
で
精
力
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。 事

業
報
告
会
で
は
、
従
来
の
旅
行
会
社
や
個
人
観

光
客
を
対
象
に
し
た
活
動
に
加
え
、
近
年
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
教
育
現
場
で
の
活
動
、
小
笠
原
フ
ァ
ン
を

巻
き
込
ん
だ
活
動
、
今
後
予
定
し
て
い
る
事
業
展
開

に
つ
い
て
、
詳
し
く
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

観
光
事
業
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
村
民
の
方
も
、
ど

う
ぞ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【日
時
】 

《父
島
》７
月
１４
日(

日)

午
後
４
時
～
５
時
１５
分 

《母
島
》７
月
１６
日(

火)

午
後
６
時
～
７
時
１５
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【場
所
】 

《父
島
》Ｂ
し
っ
ぷ 

２
Ｆ
会
議
室 

《母
島
》母
島
支
所 

大
広
間 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
配
信
し
ま
す
。 

※
来
場
・オ
ン
ラ
イ
ン
共
に
申
込
み
は
不
要
で
す
。 

※
報
告
会
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
録
画
配
信
も
予
定
し

て
い
ま
す
。 

 

【観
光
局
事
業
報
告
内
容
】 

 

①
旅
行
会
社
へ
の
営
業
活
動 

 

②
教
育
旅
行
の
誘
致
活
動 

 

③
本
土
で
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
・対
応 

 

④
メ
デ
ィ
ア
対
応 

 

⑤
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
対
応 

 

⑥
小
笠
原
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

⑦
令
和
６
年
度
の
事
業
展
開 

【報
告
発
表
者
】 

 

小
笠
原
村
観
光
局 

根
岸
康
弘
、
山
岸
李
花
子 

【配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ(

父
母
共
通
・Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ)

】 

h
ttp

s
://b

it.ly
/3

V
v
P
H

a
7
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 

２―

３
１
１
４ 

    

◎
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新 

対
象
者
の
方
へ
、
令
和
６
年
８
月
１
日
か
ら
お
使
い

い
た
だ
く
新
し
い
保
険
証(

青
竹
色
・有
効
期
限
は
令

和
７
年
７
月
３１
日
ま
で)

を
、
７
月
２２
日
以
降
に
特

定
記
録
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら
、

氏
名
・生
年
月
日
・自
己
負
担
割
合
な
ど
の
記
載
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

現
在
お
使
い
の
保
険
証(

水
色)

は
、
有
効
期
限
が

過
ぎ
た
８
月
１
日
以
降
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

注
意
の
う
え
、
ご
自
身
で
破
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
村

民
課
ま
た
は
母
島
支
所
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
。 

 
◎
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
自
己
負
担
割
合
は
、
新

し
い
年
度
の
住
民
税
課
税
所
得
等
に
基
づ
い
て
、
毎

年
８
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
決
定
し
て
い
ま
す
。 

【自
己
負
担
割
合
の
判
定
方
法
】 

《３
割
負
担
》同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
中
に
住
民
税

課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
方
が

い
る
場
合 

《２
割
負
担
》以
下
の
①
②
の
両
方
に
該
当
す
る
場
合 

①
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
中
に
住
民

税
課
税
所
得
が
２８
万
円
以
上
１
４

５
万
円
未
満
の
方
が
い
る
。 

②
「年
金
収
入
」＋
「そ
の
他
の
合
計
所

得
金
額
」の
合
計
額
が
、
被
保
険
者
が

１
人
の
場
合
は
２
０
０
万
円
以
上

(

被
保
険
者
が
２
人
以
上
の
場
合
は

３
２
０
万
円
以
上)

で
あ
る
。 

《１
割
負
担
》同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
住
民
税

課
税
所
得
が
い
ず
れ
も
２８
万
円
未
満

の
場
合
、
ま
た
は
２
割
負
担
の
条
件
①

に
は
該
当
す
る
が
②
に
は
該
当
し
な
い

場
合
。 

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
１
割
負
担
と
な
り

ま
す
。 

 

◎
限
度
額
適
用
・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
お
よ
び

限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て 

限
度
額
適
用
・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
お
よ
び

限
度
額
適
用
認
定
証
を
過
去
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
、
令
和
６
年
８
月
以
降
交
付
対
象
と
な
る
方
に

は
保
険
証
と
同
じ
時
期
に
新
し
い
認
定
証
を
お
送
り

し
ま
す
。 

交
付
対
象
外
と
な
る
方
に
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

《自
己
負
担
割
合
が
１
割
の
方
》 

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
は
、
限
度
額

適
用
・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
医
療
機
関
ご
と

の
医
療
費
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な

り
、
入
院
時
の
食
費
が
減
額
さ
れ
ま
す
。 

《自
己
負
担
割
合
が
３
割
の
方
》 

被
保
険
者
全
員
の
住
民
税
課
税
所
得
が
６
９
０
万

円
未
満
の
場
合
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
医
療

機
関
ご
と
の
医
療
費
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
り
ま
す
。 

※
現
在
お
使
い
の
認
定
証
は
、
有
効
期
限
が
過
ぎ
た

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

認
定
講
習 

小
笠
原
村
観
光
局 

「令
和
５
年
度
事
業
報
告
会
」の
開
催 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の 

お
知
ら
せ 
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８
月
１
日
以
降
、
個
人
情
報
に
留
意
の
上
、
ご
自
身

で
破
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
村
民
課
ま
た
は
母
島

支
所
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
。 

  

◎
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て 

 

令
和
６
年
１２
月
２
日
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
健
康
保
険
証
が
一
体
化(
マ
イ
ナ
保
険
証)

さ
れ
、

同
日
か
ら
新
規
で
の
紙
の
保
険
証
の
交
付
は
終
了
と

な
り
ま
す
。 

令
和
６
年
１２
月
１
日
ま
で
に
交
付
さ
れ
た
青
竹

色
の
保
険
証
は
、
住
所
や
自
己
負
担
割
合
な
ど
に
変

更
が
な
け
れ
ば
、
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効

期
限(

最
長
で
令
和
７
年
７
月
３１
日)

ま
で
お
使
い
い

た
だ
け
ま
す
。 

な
お
、
同
日
か
ら
限
度
額
適
用
・標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
及
び
限
度
額
認
定
証
の
新
規
交
付
も
終
了

と
な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
れ
ば
事
前

手
続
き
な
く
、
医
療
機
関
ご
と
の
医
療
費
の
支
払
い

は
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
ご
登
録
が
ま
だ
の
方
は
、 

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請 

(

オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
郵
便
に
よ
る) 

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
登

録(

医
療
機
関
の
受
付
ま
た
は
「マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

か
ら
行
う) 

の
２
つ
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

※
令
和
６
年
１２
月
２
日
以
降
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お

持
ち
で
な
い
方
に
は
、
資
格
情
報
な
ど
を
記
載
し

た
「資
格
確
認
書
」を
交
付
す
る
予
定
で
す
。
医
療

機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の

保
険
証
と
同
じ
よ
う
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係   

２―

３
１
１
３ 

 

   

７
月
は
、
固
定
資
産
税(

第
２
期)

の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
７
月
３１
日(

水)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

 

２―

３
１
１
２ 

  

【出
張
期
間
：４
月
13
日
～
28
日
】 

・小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会
出
席 

・全
国
簡
易
水
道
協
議
会
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク 

簡
易
水
道
大
会
出
席 

・島
嶼
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会
意
見
交
換
会
出
席 

・関
東
町
村
会
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
出
席 

・東
京
都
町
村
長
会
議
出
席 

・東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
関
係
会
議
出
席 

・そ
の
他 

国
、
東
京
都
関
係
部
署
と
の
打
ち
合
わ
せ 

等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出
張
期
間
：５
月
23
日
～
６
月
９
日
】 

・東
京
都
町
村
長
個
別
連
絡
会
出
席 

・東
京
愛
ら
ん
ど
フ
ェ
ア(

江
東
区
有
明)
参
加 

・公
益
財
団
法
人
小
笠
原
協
会
理
事
会
出
席 

・全
国
離
島
振
興
協
議
会
通
常
総
会
出
席 

・東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
理
事
会
・関
係
会
議
出
席 

・そ
の
他 

国
、
東
京
都
他
関
係
機
関
等
挨
拶
お
よ
び

打
ち
合
わ
せ 

等 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

   

２―

３
１
１
１ 

  

７
月
１
日
付 

【採
用(

主
事
級)

】 

総
務
課
付 

村
松 

優
吾 

 

   

小
笠
原
村
消
防
団
は
、
５
月
19
日
に
今
年
度
第
１

回
目
の
定
期
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

            

小
笠
原
村
消
防
団
は
こ
の
よ
う
な
定
期
訓
練
を
定

期
的
に
行
い
、
地
域
住
民
の
生
命
・財
産
を
守
る
た
め
、

団
員
一
同
こ
れ
か
ら
も
油
断
な
く
緊
急
出
動
に
備
え

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

◎
小
笠
原
の
安
全
な
生
活
を
守
る
消
防
団
員
と
し
て

活
動
し
ま
せ
ん
か
。 

父
島
、
母
島
共
に
団
員
が
不
足
し
て
お
り
、
随
時

消
防
団
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

(

現
在
、
父
島
が
定
数
67
名
の
う
ち
実
団
員
数
33

名
。
母
島
が
定
数
26
名
の
う
ち
実
団
員
数
20
名
。) 

【入
団
資
格
】 

父
島
・母
島
に
住
民
票
登
録
さ
れ
て
い
る
18
歳
以

上
の
健
康
な
方(

男
女
問
わ
ず) 

【募
集
人
数
】父
島
34
名
・母
島
６
名 

【主
な
活
動
内
容(

父
島)

】 
①
緊
急
時
の
出
動…

火
災
、
捜
索
、
警
戒
、
そ
の
他 

②
年
間
の
活
動(

時
期
・内
容
は
年
に
よ
っ
て
変
更
有) 

５
月 
定
期
訓
練(

機
器
取
扱
、
放
水
訓
練) 

７
月 

定
期
訓
練(

防
火
水
槽
・消
火
栓
確
認
、 

周
囲
の
草
刈
り) 

８
月 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
花
火
警
戒 

９
月 

防
災
訓
練(

要
救
護
者
救
助
、
避
難
誘
導
、 

無
線
中
継) 

11
月  

定
期
訓
練(

機
器
取
扱
い
、
放
水
訓
練) 

12
月  

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
警
戒 

１
月 

 

出
初
式 

２
月 

 

消
防
訓
練
所
教
育
訓
練(

ポ
ン
プ
運
用
訓

練
、
山
岳
救
助
訓
練
、
救
命
講
習
他) 

３
月 

 

総
会 

そ
の
他
、
週
に
１
回
消
防
自
動
車
な
ど
の
消
防
資

材
の
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。(

班
ご
と
に
当
番
制) 

ま
っ
た
く
経
験
の
な
い
方
も
、
定
期
訓
練
や
教
育

訓
練
を
通
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
ま
す
。 

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
準
中
型
自
動
車
免
許
取
得

費
補
助
金
制
度
も
開
始
し
ま
し
た
。 

【消
防
団
員
の
栄
典
】 

功
労
・功
績
が
あ
っ
た
場
合
は
村
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
す
。 

【報
酬
】 

一
定
の
金
額
の
年
報
酬
と
出
動
の
際
は
出
動
報
酬

が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

○
年
報
酬 

団
員
：３
６
，
５
０
０
円 

○
出
動
報
酬   

１
回   

５
，
０
０
０
円 

※
火
災
・災
害
・捜
索
・訓
練
に
関
す
る
出
動
の
場
合

の
み
、
３
時
間
あ
た
り
５
，
０
０
０
円
と
し
、
そ
れ

を
超
え
る
時
間
は
１
時
間
あ
た
り
１
，
０
０
０
円

加
算
し
ま
す
。 

○
点
検
整
備    

２
，
０
０
０
円 

○
警
戒        

３
，
５
０
０
円 

【福
祉
・共
済
】 

消
防
活
動
等
で
ケ
ガ･

死
亡
な
ど
を
し
た
と
き
に

対
し
、
消
防
団
員
福
祉
共
済
制
度
に
団
員
全
員
公
費

で
加
入
し
て
い
ま
す
。 

【退
職
報
償
金
】 

通
算
５
年
以
上
団
員
で
あ
っ
た
も
の
に
対
し
て
退

職
報
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係  

 

２―

３
１
１
１ 

母
島
支
所 

    
 
 

３―

２
１
１
１ 

  

 

放水訓練(父島) 

機器取扱訓練(父島) 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

 

村
長
出
張
報
告(

４
月
・５
月
・６
月) 

 

小
笠
原
村
人
事
異
動 

小
笠
原
村
消
防
団 

定
期
訓
練 
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セ
ー
フ
テ
ィ
教
室(

薬
物
乱
用
防
止
教
室)

を
実
施

し
ま
す
。
保
護
者
・地
域
の
皆
様
方
に
は
、
ぜ
ひ
、
ご

参
観
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 【日
時
】７
月
12
日(

金) 

午
後
１
時
15
分
～
２
時
５
分 

【場
所
】各
学
級
教
室(

オ
ン
ラ
イ
ン
実
施) 

【内
容
】 

薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
知
り
、
生
徒
の
薬
物
過
剰

摂
取
を
予
防
す
る
。 

※
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 
 

２―

２
５
０
２ 

         

～
駐
車
場
で
の
思
い
や
り
に
つ
い
て
～ 

 

二
見
港
船
客
待
合
所
周
辺
の
駐
車
場
（図
参
照
）は
、

沿
道
施
設
お
よ
び
船
客
待
合
所
を
利
用
さ
れ
る
皆
様

の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

各
施
設
の
利
用
目
的
以
外
の
駐
車
や
長
期
間
に
わ

た
る
駐
車
等
を
避
け
、
節
度
あ
る
利
用
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。 

皆
様
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
駐
車
場
に
す
る
た

め
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

                         

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課 

 
 
 
 
 
 
 

２―
２
０
１
５ 

(

船
客
待
合
所
駐
車
場
に
つ
い
て) 

 
 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 
 
 
  

２―

２
１
２
３ 

(

そ
の
他
の
駐
車
場
に
つ
い
て) 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

２―

２
１
１
０ 

   

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
振
興

を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

【募
集
期
間
】８
月
16
日(

金)

ま
で 

【対
象
事
業
】 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
に

関
す
る
事
業 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

【補
助
対
象
団
体
】 

○
お
お
む
ね
ね
５
名
以
上(

村
在
住
者)

で
組
織
さ
れ
、

代
表
者
・会
則
・名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
中
小
企
業
者
、
中
小
企
業
団
体
等
、
組

合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円

を
限
度
と
す
る
。 

【事
業
期
間
】 

令
和
６
年
８
月
１
日
～
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で 

【募
集
案
内
の
配
布
・申
請
書
の
提
出
先
】 

《父
島
》総
務
課
総
務
係 

《母
島
》母
島
支
所
庶
務
係 

   

●
問
合
せ
先 

村
役
場 

総
務
課 

総
務
係 

     

２―

３
１
１
１ 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

０
３―

５
４
７
２―

６
５
４
６ 

   

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
地
域
の
魅
力
発
見
と
ブ
ラ

ン
ド
化
に
向
け
た
取
組
の
一
環
と
し
て
、
新
た
な
サ

ー
ビ
ス
の
起
業
お
よ
び
事
業
化
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
へ
の
支
援
を
実
施
す
る
た
め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
を
希
望
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。 

島
し
ょ
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
を
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【募
集
期
間
】７
月
31
日(

水)

午
後
５
時
ま
で 

    

●
問
合
せ
先 

東
京
宝
島
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
事
務
局 

JP
A

B
T

O
S
H

O
B

L
A

N
D

IN
G

D
L
@

a
b
e
a
m

.c

o
m

 

※
お
電
話
で
の
ご
連
絡
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
メ

ー
ル
に
そ
の
旨
記
載
の
上
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

    

７
月
１
日(

月)

か
ら
、
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京(

東
京
都
住
宅

供
給
公
社)

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
カ
ー
メ
ス
ト
小

笠
原
父
島
特
設
サ
イ
ト
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。 

カ
ー
メ
ス
ト
小
笠
原
父
島
は
、
東
京
都
、
小
笠
原
村

及
び
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
の
３
者
協
力
・連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
父
島
に
お
い
て
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
け
賃
貸
住
宅
の
建
設
を
進
め
て
い
る
も
の
で

す
。 

 

住
宅
の
概
要
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
「カ
ー
メ
ス

ト
小
笠
原
父
島
特
設
サ
イ
ト
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【カ
ー
メ
ス
ト
小
笠
原
父
島
特
設
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】 

h
ttp

s
://w

w
w

.to
-

k
o
u
sy

a
.o

r.jp
/c

h
in

ta
i/n

e
w

/c
_o

g
a
sa

w
a
r

a
/in

d
e
x
.h

tm
l 

  

●
問
合
せ
先 

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京 

公
社
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー 

０
３―

３
４
０
９―

２
２
４
４(

代
表) 

(

営
業
時
間
：午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時 

日
・祝
日
を
除
く) 

 

船客待合所及びその他駐車場

立入禁止

岸壁

B1

B2

B4

Co
Co

Co

As

Co

Co

Co

As

Co

Co

M
M

M

E

b

b

Co

As

b

b

b

G

標

標
M

M

E

D

標

M

E

EMM

Co

b

b

b

MM

M

DD

量

M

M

E

M

b
b

As

Co

K

E

E

E

N

TEL

D
E

N

E

案内板

As

量

二
見

港

E

量

バス停
標

Cob
b

Co

b

2.377

2.450

2.626

2.723

2.69

2.51

2.46

2.797

ILB

Co

ILB

Co

As

量

Co

2.895

2.930

2.992

3.076

3.132

2.92

2.94

3.22

3.08

2.962

2.876

2.88

2.824

2.74

2.745

2.68
2.682

2.68

KBM2

G 0.50

G 0.50

TP

As
b

b

b

As

b

標

Co

標

C C B

TEL

駐
 
輪
 
場

b

b

駐
 輪

 場

案内板

As

b

E

b

As

As

Co

Co

Co

公園

B3

Co

As

As

b

Co

Co

案
内
板

2.515

2.537

2.609

2.781

2.910

2.50

2.57

2.51

2.67

3.13

2.84

3.12

水
道

時
計

As

ILB

ガジュマル

テラス

タイルベンチ

ILB

東　屋

駐車場　As

テラス

ILB

物置

ILB

大村918A

大村909A

大村908A

ベンチ

駐車場

As

As

駐車場

タイル

ILB

ILBCo

ILB

大村917A

バ　ス　ゾ　ー　ン

As

公園入口

公園入口

2.77

2.689

2.550

2.493

2.233

2.380

2.634

2.935

2.982

2.43

2.32

2.38

2.54

L0.40

2.95

2.78

2.98 2.99

2.52

As

As

2.22

G0.50ILB

2.85

2.87

2.635

2.637
2.371

2.444

2.199

青灯台

検潮所

5000

1
7
8
6
7

三角広場

船客待合所

至奥村

至村役場

凡例

※：

小
笠
原
中
学
校 

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室 

(
薬
物
乱
用
防
止
教
室)

の
お
知
ら
せ 

二
見
港
船
客
待
合
周
辺
の 

駐
車
場
を
ご
利
用
の
皆
様
へ 

 

地
域
振
興
補
助
事
業
の
募
集(

第
２
回) 

 

東
京
宝
島
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

「カ
ー
メ
ス
ト
小
笠
原
父
島
」 

入
居
募
集
予
告 

詳
し
く
は
、
東
京
都
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

▼ 

詳
し
く
は
、
島
し
ょ
振
興
公
社 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

▼ 
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令
和
３
年
に
狩
猟
免
許(

網
猟
、
わ
な
猟
及
び
銃

猟)

を
取
得
・更
新
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
免
許
の
更

新
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
更
新
す
る
に
は
、
次

の
と
お
り
申
請
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
、
適
性
検

査(

視
力
、
聴
力
及
び
運
動
能
力)

に
合
格
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
適
性
検
査
と
併
せ
て
実
施
し
て
い
た
講
習

は
東
京
都
環
境
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
自
己
学
習
に
よ

り
代
替
し
ま
す
。 

◎
更
新
申
請 

【提
出
物
】 

 

次
の
書
類
等
を
ご
用
意
の
上
、
支
庁
産
業
課
に
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

①
狩
猟
免
許
更
新
申
請
書 

※
窓
口
で
の
記
入
可 

②
手
数
料 

２
，
９
０
０
円
／
種
類 

③
写
真
１
枚(

縦
３
・０
cm
、
横
２
・４
cm) 

 

※
申
請
前
６
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、

上
三
分
身
、
無
背
景
で
あ
る
こ
と 

④
医
師
の
診
断
書
１
通
ま
た
は
現
に
有
効
な
猟
銃
・

空
気
銃
所
持
許
可
証
の
写
し(

原
本
も
持
参) 

⑤
今
回
更
新
の
対
象
と
な
る
狩
猟
免
状
の
原
本 

⑥
狩
猟
免
許
更
新
講
習
内
容
確
認
書 

【申
込
期
間
】９
月
１３
日(

金)

ま
で 

◎
適
性
検
査(

視
力
、
聴
力
及
び
運
動
能
力) 

更
新
申
請
に
併
せ
て
窓
口
で
実
施
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

産
業
担
当 

２―

２
１
２
５ 

    

～
第
２５
回 

未
来
に
残
そ
う
青
い
海
～ 

 

海
上
保
安
庁
で
は
、
将
来
を
担
う
小
・中
学
生
の
子

ど
も
た
ち
に
海
洋
環
境
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
、
例
年
、
「未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
の
う

え
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

  【コ
ン
ク
ー
ル
の
部
門
】 

○
小
学
生
低
学
年
の
部(

１
～
３
年
生
ま
で) 

○
小
学
生
高
学
年
の
部(

４
～
６
年
生
ま
で) 

○
中
学
生
の
部 

【作
品
テ
ー
マ
】 

○
き
れ
い
な
海
で
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
人
々
の
様
子 

○
き
れ
な
海
で
働
い
て
い
る
人
々
の
様
子 

○
き
れ
い
な
海
を
走
る
船
の
様
子 

○
海
を
き
れ
い
に
し
て
い
る
人
々
の
様
子 

○
海
の
生
き
物
た
ち
が
い
き
い
き
し
て
い
る
様
子 

○
未
来
に
残
し
た
い
海 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 
※
「未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」を
イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ

さ
い 

 

【作
品
サ
イ
ズ
】 

○
は
が
き(
１
０
０×

１
４
８
ミ
リ)

ま
た
は
は
が
き

と
同
サ
イ
ズ
の
画
用
紙 

○
絵
は
、
た
て
、
よ
こ
、
ど
ち
ら
で
も
可
能 

【応
募
締
切
・送
付
先
】 

○
９
月
６
日(

金)

必
着 

 

○
父
島
字
清
瀬 

小
笠
原
保
安
署 

投
函
ま
た
は
当
署
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

２―
７
１
１
８ 

   

海
上
保
安
官
採
用
試
験
の
受
験
受
付
が
始
ま
り
ま

す
。
私
達
と
一
緒
に
海
で
働
き
ま
せ
ん
か
？ 

◎
海
上
保
安
学
校 

【受
付
期
間
】 

７
月
16
日(

火)

～
25
日(

木) 

【第
一
次
試
験
】９
月
22
日(

日) 

◎
海
上
保
安
大
学
校 

【受
付
期
間
】８
月
22
日(

木)

～
９
月
４
日(

水) 

【第
一
次
試
験
】 

10
月
26
日(

土)

・
27
日(

日) 

※
入
庁
時
期
は
令
和
７
年
４
月
で
す
。
ウ
ェ
ブ
説
明

会
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
海
上
保
安

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

２―

７
１
１
８ 

   (

パ
ー
ト
職
員)

父
島 

１
名  

【仕
事
内
容
】事
務
員
：事
務
補
助
、
会
計
補
助 

【資
格
】普
通
自
動
車
免
許(

簿
記
２
級
取
得
者
歓
迎) 

【勤
務
時
間
】週
２
回
～(

応
相
談) 

【休
日
】土
日
、
祝
日 

【給
与
】時
給
１
２
０
０
円 

～  

※ 

詳
細
は 

、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

明
老
会 

 
 
 
 
 
 
 

２―

３
９
１
１ 

  

【実
施
日
程
】７
月
16
日(

火) 

【実
施
時
間
】午
後
７
時
～
８
時
３０
分 

【実
施
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

佐
々
木
英
樹 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 
 

２―

３
１
１
３ 

   

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【実
施
日
程
】７
月
２６
日(

金) 

【実
施
時
間
】午
前
１０
時
～
正
午 

(
１
件
あ
た
り
概
ね
２０
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
予
約
・問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

(

受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分) 

    

今
年
４
月
よ
り
相
続
登
記
を
行
う
こ
と
は
義
務
と

な
り
ま
し
た
。
相
続
登
記
を
放
置
す
る
と
ど
の
よ
う

な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。
い
つ
ま
で
に
何
を
す
べ
き

か
。
義
務
を
怠
る
と
ど
う
な
る
の
か
。 

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「小
笠
原
サ
ポ
ー
ト

専
門
家
グ
ル
ー
プ
」の
司
法
書
士
が
解
説
し
ま
す
。 

相
続
登
記
問
題
を
予
防
す
る
一
手
段
と
な
り
う
る

遺
言
作
成
に
つ
い
て
も
触
れ
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
専
用
電
話
に
て
、

事
前
質
問
も
受
け
付
け
ま
す
。 

【日
時
】７
月
１２
日(

金)

正
午
～
午
後
１
時 

【場
所
】《父
島
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

《母
島
》母
島
支
所 

※
予
約
は
不
要
で
す
。 

※
同
グ
ル
ー
プ
で
は
７
月
１１
日(

木)

、
１２
日(

金)

に

く
ら
し
の
法
律
相
談
・税
金
相
談
も
開
催
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
村
民
だ
よ
り
６
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

 

○
村
民
課
住
民
係
２―

３
１
１
３ 

 

○
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

 

０
３―

５
９
１
９―

３
５
３
０ 

   

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談
（電
話
相
談
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

（詳
細
は
村
民
だ
よ
り
６
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
） 

 ●
問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局 

都
民
生
活
部
地
域

活
動
推
進
課 

    

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

 

狩
猟
免
許
更
新
の
お
知
ら
せ 

 
海
上
保
安
庁
図
画
コ
ン
ク
ー
ル  

作
品
募
集
の
お
知
ら
せ 

 

海
上
保
安
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ 

 
明
老
会
職
員
募
集  

行
政
相
談
所
の
開
設 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

く
ら
し
の
法
律
教
室 

(

相
続
登
記
の
義
務
化) 

 

「島
し
ょ
法
律
相
談
」の
ご
案
内 
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【日
時
】７
月
９
日(

火)

午
後
４
時
～
６
時 

【場
所
】母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退
職
・

解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【全
国
安
全
週
間
の
お
知
ら
せ
】 

厚
生
労
働
省
で
は
、
産
業
界
で
の
自
主
的
な
労
働 

災
害
防
止
活
動
を
推
進
し
、
広
く
一
般
の
安
全
意
識

の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
７
月
１
日
～
７
日
ま
で
、
全
国
安
全
週
間
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
を
機
会
と
し
て
、
各
事
業
場
で
労
働
災
害
減

少
の
た
め
の
取
組
を
実
施
あ
る
い
は
見
直
し
を
す
る

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

   
 

 

  

７
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【父
島
】 

《日
時
》７
月
４
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【母
島
】 

《日
時
》７
月
４
日(

木)

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》母
島
診
療
所 

【接
種
可
能
予
防
接
種
】 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

  

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

    
 
 

３―

２
１
１
１ 

 
 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【日
時
】７
月
11
日(

木) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 
福
祉
係 

  

２―

３
９
３
９ 

   

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子
手

帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【対
象
者
】０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【日
時
】７
月
16
日(

火) 

受
付
時
間 

午
前
10
時
～
11
時 

【場
所
】母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

     

約
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。
満
点
の
星
空
の
も
と
夜

明
道
路(

約
１１
㎞)

を
歩
き
ま
せ
ん
か
？ 

【対
象
者
】 

小
学
生
以
上
の
方 

 

※
小
学
生
の
場
合
は
保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま

す
。 

【日
時
】７
月
１４
日(

日)

午
後
５
時
～
９
時 

(

受
付
午
後
５
時
～
５
時
３０
分) 

【集
合
場
所
】奥
村
グ
ラ
ン
ド 

【コ
ー
ス
】 

奥
村
グ
ラ
ン
ド(

ス
タ
ー
ト)→

夜
明
道
路 

→

扇
浦
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス(

ゴ
ー
ル)  

※
ゴ
ー
ル
地
点
か
ら
奥
村
グ
ラ
ン
ド
ま
で
は
車
で
送

迎
し
ま
す
。 

【持
ち
物
】運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
懐
中
電
灯 

【申
込
み
】必
要 

【申
込
締
切
】７
月
１２
日(

金) 

※
雨
天
中
止
。
中
止
の
判
断
に
迷
わ
れ
る
方
は
、
当

日
午
後
４
時
以
降
に
０
８
０-

８
８
６
７-

３
４
３
２

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 

村
民
課 

福
祉
係 

         

２―

３
９
３
９ 

  

今
年
度
か
ら
、
新
た
に
始
ま
っ
た
事
業
で
す
。
保
育

士
・保
健
師
と
共
に
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
楽
し

く
遊
び
ま
し
ょ
う
。
毎
月
違
う
テ
ー
マ
で
、
家
で
は
で

き
な
い
楽
し
い
遊
び
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。 

７
月
は
小
麦
粘
土
を
使
っ
た
遊
び
を
行
い
ま
す
。 

【対
象
者
】１
歳
半
～
３
歳
児
と
保
護
者 

【日
時
】７
月
１７
日(

水)

午
前
１０
時
～
１１
時
１５
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【持
ち
物
】飲
み
物
、
汚
れ
て
も
い
い
服
装 

【申
込
み
】必
要 

【申
込
締
切
】７
月
１２
日(

金) 
 

※
申
込
の
際
、
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
確
認
し

ま
す
。 

【募
集
組
数
】最
大
１０
組(
先
着
順) 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

         

２―

３
９
３
９ 

     

※
全
て
予
約
制
で
す
。  

【予
約
受
付
】 

平
日(

水
曜
日
を
除
く)

午
後
１
時
30
分
～
５
時

の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【父
島
】《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》７
月
１
日(

月)

～
５
日(

金) 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

 
[

注
：７
月
３
日(

水)

は
休
診
で
す] 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

  

【歯
科
】(

父
島) 

《休
診
日
》７
月
１
日(

月)

～
11
日(

木) 

※
歯
痛
等
は
、
医
科
の
外
来
に
て
痛
み
止
め
薬
等
の 

処
方
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 

２―

３
８
０
０ 

    

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
の
村
民
割
引 

小
笠
原
村
在
住
の
村
民
の
方
が
お
が
さ
わ
ら
丸
に

ご
乗
船
の
際
に
２
等
和
室
、
２
等
寝
台
、
特
２
等
寝
台

分
が
片
道
30
％
割
引
に
な
る
「村
民
割
引
」を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。 

ま
た
、
は
は
じ
ま
丸
に
ご
乗
船
の
際
に
は
復
路
が

80
％
割
引
に
な
る
「村
民
往
復
割
引
」を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。 

窓
口
に
お
い
て
乗
船
券
を
ご
購
入
の
際
に
「乗
船
券

購
入
申
込
書
」(

割
引
申
請
書)

と
次
の
証
明
書
類(

有

料
人
員
分
、
コ
ピ
ー
不
可)

を
必
ず
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

定
期
予
防
接
種 

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診(

父
島) 

乳
幼
児
計
測
会(

母
島) 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
「ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
～
夜
明
道
路
～
」(

父
島) 

親
子
教
室(

す
く
す
く
キ
ッ
ズ)(

父
島) 

産
科
・婦
人
科
専
門
診
療 

小
笠
原
村
診
療
所
の
歯
科
休
診 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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①
小
笠
原
村
発
行
の
居
住
証
明
書 

(
カ
ー
ド
式
ま
た
は
１
回
式) 

②
小
笠
原
村
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た
運
転
免
許
証 

③
顔
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

※
無
賃
の
幼
児
・乳
児
は
不
要
で
す
が
小
人(

有
料
の

幼
児
含
む)

の
方
も
「村
民
割
引
」適
用
の
際
は
居

住
証
明
書
が
必
要
で
す
。 

※
そ
の
他
、
学
生
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
で
は
村
民

割
引
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運(

株)

父
島
営
業
所
・ 

伊
豆
諸
島
開
発(

株)

父
島
代
理
店
２―

２
５
０
０ 

 

◎
旅
客
・貨
物
運
賃(

７
月) 

７
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に

な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
５
０
０
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※()

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                   

                     

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
小
笠
原
唯
一
の
固

有
の
ほ
乳
類
で
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種(

種
の
保

存
法
／
環
境
省)

に
指
定
さ
れ
、
天
然
記
念
物(

文
化

財
保
護
法
／
文
化
庁)

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

花
や
葉
、
果
実
を
利
用
す
る
「フ
ル
ー
ツ
バ
ッ
ト
」で
、

花
粉
や
種
子
を
運
ぶ
役
割
を
担
い
、
小
笠
原
の
森
林

の
未
来
の
た
め
に
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
生
物
で

す
。 

例
年
、
梅
雨
明
け
以
降
、
ヒ
メ
ツ
バ
キ
や
ア
オ
ノ

リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
の
花
期
が
終
わ
る
頃
、
山
で
食
べ
る

物
が
少
な
く
な
っ
た
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
農
作
物
を
食

べ
に
来
る
こ
と
で
、
キ
ュ
ウ
リ
ネ
ッ
ト
や
漁
網
、
テ
グ

ス
な
ど
の
細
い
糸
に
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
絡
ま
る
事
故

も
発
生
し
て
い
ま
す
。
絡
ま
っ
た
個
体
の
鳴
き
声
は
、

多
く
の
個
体
を
集
め
る
た
め
、
結
果
的
に
、
作
物
も

守
れ
ず
、
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
も
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

作
物
の
保
護
や
つ
る
植
物
の
誘
引
の
た
め
に
ネ
ッ
ト

を
張
る
際
は
、
「オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
絡
ま
り
に
く
い
素

材
を
選
ぶ
」、
「ネ
ッ
ト
な
ど
を
ピ
ン
と
張
る
」、
「ハ
ウ

ス
に
入
り
込
む
隙
間
を
作
ら
な
い
」な
ど
の
工
夫
を

お
願
い
し
ま
す
。 

貴
重
な
生
物
と
の
共
存
の
た
め
に
、
関
係
機
関
も

協
働
し
て
事
故
防
止
、
食
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

【オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
保
護
・保
全
に
つ
い
て
】 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

東
京
都
教
育
庁
小
笠
原
出
張
所 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

【事
故
の
と
き
の
連
絡
先
】 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

 
 
 
 
 
 
 

２―

２
１
２
５ 

小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所(

平
日 

２―

３
７
７
９ 

鳥
獣
レ
ス
キ
ュ
ー
０
８
０―

２
０
３
５―

８
０
７
８ 

母
島(

東
京
都
鳥
獣
保
護
管
理
員 

宮
城) 

０
８
０―

８
４
９
７―

３
７
６
４ 

【食
害
に
お
困
り
の
方
の
相
談
先
】 

小
笠
原
村
環
境
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

小
笠
原
村
産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 

２―

３
１
１
４ 

  

向
島
は
乾
性
低
木
林
を
中
心
と
し
た
島
で
、
向
島

固
有
の
ム
ニ
ン
ク
ロ
キ
の
生
育
地
や
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ

ラ
ヒ
ワ
の
繁
殖
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
陸
産
貝
類

や
昆
虫
類
も
数
が
多
く
、
近
年
も
新
種
の
昆
虫
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
向
島
は
、
生
息
数
が
激
減
し
て
い
る
オ
ガ
サ

ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
繁
殖
地
で
も
あ
り
、
ネ
ズ
ミ
対
策

が
実
施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
外
来
植
物
対
策
な
ど
、
母

島
列
島
の
属
島
の
中
で
も
最
も
多
く
の
保
全
対
策
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

視
察
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
や
生
き
物
の
解
説

に
つ
い
て
話
を
聞
き
な
が
ら
、
現
地
を
歩
き
ま
す
。 

     

【日
時
】７
月
15
日(

月
・祝
日) 

 
 
 
 

午
前
８
時
～
午
後
３
時
ご
ろ 

【集
合
・解
散
場
所
】 

脇
浜
な
ぎ
さ
公
園
入
口
近
く
の
岸
壁 

【募
集
人
数
】
20
名
程
度(

事
前
申
込
制) 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。 

【募
集
期
間
】７
月
11
日(

木)

ま
で 

【応
募
資
格
】 

次
の
①
②
③
に
該
当
す
る
方
。 

①
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
以
上
の
方 

②
体
力
に
自
信
の
あ
る
方(

目
安
と
し
て
、
乳
房
山
遊

歩
道
、
高
山
経
由
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
の
遊
歩
道
が
余

裕
を
持
っ
て
歩
け
る
程
度)

。 

※
視
察
す
る
コ
ー
ス
は
、
遊
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
な
い
た
め
足
場
が
悪
く
、
想
像
以
上
に
体
力

を
消
耗
し
ま
す
。 

※
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る
季
節
で
す
。
ご
自
身
の
体

力
や
体
調
を
踏
ま
え
て
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。 

③
ス
パ
イ
ク
足
袋
ま
た
は
登
山
靴
を
お
持
ち
の
方
。 

※
父
島
か
ら
の
参
加
者
は
母
島
の
宿
が
限
ら
れ
ま
す

の
で
、
参
加
申
込
状
況
を
環
境
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 
 

環
境
課 

自
然
環
境
係 

 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

   

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談 

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談
」を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【診
療
日
程
】 

７
月
16
日(

火) 

午
前
11
時
～
正
午
／
午
後
２
時
～
４
時
30
分 

【場
所
】 

猫
と
小
型
犬
は
母
島
支
所
２
階
の
会
議
室
で
の
診

療
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
猫
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
て
、
小

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,795 等級 大人 小人 学生

69,900 59,810 34,950 (+2,867) 5,250 2,630 4,200

(+14,860) (+12,710) (+7,430) 17,497 (+1,300) (+650) (+1,040)

50,470 40,380 25,240 (+2,669) 6,300 3,150

(+10,730) (+8,580) (+5,370) 16,095 (+1,560) (+780)

38,030 30,430 19,020 (+2,455) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+8,090) (+6,470) (+4,050) 1,883

33,390 26,720 16,700 (+287)

(+7,100) (+5,680) (+3,350) 1,402 10,121

等級 村民 村民小人 身障者 (+214) (+1,673)

49,250 24,630 34,950 9,488

(+10,470) (+5,240) (+7,430) (+1,568)

31,790 15,900 25,240 8,856

(+6,760) (+3,380) (+5,370) (+1,464)

23,950 11,980 19,020 1,014

(+5,090) (+2,550) (+4,050) (+168)

21,030 10,520 16,700 764

(+2,170) (+1,080) (+3,350) (+126)

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

【乗船券販売時間】

午前8時～午後4時まで　

　※ただし、入港日は午前9時～

　※昼休：午前11時30分～午後1時

7月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,795 等級 大人 小人 学生

69,900 59,810 34,950 (+2,867) 5,250 2,630 4,200

(+14,860) (+12,710) (+7,430) 17,497 (+1,300) (+650) (+1,040)

50,470 40,380 25,240 (+2,669) 6,300 3,150

(+10,730) (+8,580) (+5,370) 16,095 (+1,560) (+780)

38,030 30,430 19,020 (+2,455) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+8,090) (+6,470) (+4,050) 1,883

33,390 26,720 16,700 (+287)

(+7,100) (+5,680) (+3,350) 1,402 10,121

等級 村民 村民小人 身障者 (+214) (+1,673)

49,250 24,630 34,950 9,488

(+10,470) (+5,240) (+7,430) (+1,568)

31,790 15,900 25,240 8,856

(+6,760) (+3,380) (+5,370) (+1,464)

23,950 11,980 19,020 1,014

(+5,090) (+2,550) (+4,050) (+168)

21,030 10,520 16,700 764

(+2,170) (+1,080) (+3,350) (+126)

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

【乗船券販売時間】

午前8時～午後4時まで　

　※ただし、入港日は午前9時～

　※昼休：午前11時30分～午後1時

7月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

オ
ガ
サ
ワ
ラ
コ
ウ
モ
リ
の
農
作
物
へ
の 

食
害
と
絡
ま
り
事
故
防
止
策 

「向
島
視
察
会
」参
加
者
募
集(

母
島) 

 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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型
犬
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る
か
リ
ー
ド
を
し
て
抱
き
か

か
え
て
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
大
型
犬
や
複
数
頭
同
時
の
診
療
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【注
意
事
項
】 

○
診
療
・相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
診
療
は
有
料
、

相
談
は
無
料
で
す
。 

○
予
約
申
込
み
先 

小
笠
原
動
物
対
処
室 

０
９
０-
１
６
９
２-

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課
自
然
環
境
係)  

 
 

 
 
 
 

２-
２
２
７
０ 

          

シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
早
期
対
策
が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

特
に
木
造
家
屋
は
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
を
受
け
や
す

い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。 

な
お
、
シ
ロ
ア
リ
の
定
期
点
検
は
１
年
に
１
回
行
う

の
が
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

村
で
は
、
家
屋
の
無
料
点
検
を
年
４
回
の
シ
ロ
ア
リ

対
策
事
業
内
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
心
配
の
場

合
、
ま
ず
は
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

生
活
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

    

世
界
自
然
遺
産
地
域
の
保
全
管
理
を
進
め
る
た
め

の
「世
界
自
然
遺
産
小
笠
原
諸
島
管
理
計
画
」を
５
月

に
改
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
管
理
計
画
は
、
環
境
省
、
林
野
庁
、
文
化
庁
、

東
京
都
お
よ
び
小
笠
原
村
に
よ
っ
て
２
０
１
０
年
に

策
定
さ
れ
、
２
０
１
８
年
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
の
自
然
環
境
や
社
会
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
す
る
た
め
、
こ
の
度
の

改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
11
月
～
12
月
に
か
け

て
広
く
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。
意
見
募
集
の
結
果

や
、
改
定
に
よ
り
整
理
さ
れ
た
課
題
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

   
●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２−

７
１
７
４ 

    

世
界
自
然
遺
産
地
域
の
適
正
な
保
全
や
管
理
を
推

進
す
る
た
め
、
標
記
の
会
議
を
開
催
し
ま
す
。 

会
議
は
公
開
で
行
わ
れ
、
会
場
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
に

て
傍
聴
で
き
ま
す
。 

【日
時
】７
月
25
日(

木) 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 (
予
定) 

【会
場
】関
東
地
方
環
境
事
務
所(

さ
い
た
ま
市) 

 
 
 
  

小
笠
原
世
界
自
然
遺
産
セ
ン
タ
ー 

(

小
笠
原
村
父
島
西
町) 

【会
議
の
議
題(

予
定)

】 

令
和
５
年
度
の
取
組
状
況
の
報
告 

他 

【申
込
方
法
】 

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
み
が
必
要
で
す
。

次
の
記
載
事
項
を
メ
ー
ル
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

※
小
笠
原
世
界
自
然
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
の
傍
聴
は
申

し
込
み
不
要
で
す
。 

《記
載
事
項
》 

件
名
：「小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
科
学
委
員

会
の
傍
聴
登
録
」 

本
文
：氏
名
、
所
属
名(

個
人
の
場
合
、
所
属
名
は
不

要
で
す
。) 

《申
込
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
》 

 
ro

-o
g
a
s
a
w

a
ra

@
e
n
v
.g

o
.jp

 

  【申
込
締
切
】７
月
18
日(

木)

午
後
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２−

７
１
７
４ 

   

◎
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
in
洲
崎(

全
国
一
斉
清
掃) 

「海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
」は
、
海
洋
ご
み
削
減
に
向

け
た
全
国
一
斉
清
掃
活
動
で
す
。
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ

ー
ク
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
洲
崎
海
岸
で
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
作
業
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

【日
時
】 

７
月
15
日(

月
・祝)

海
の
日 

午
前
９
時
～
正
午 

(

悪
天
時
は
７
月
28
日(

日)

に
延
期) 

【会
場
】洲
崎
海
岸 

 

※
会
場
ま
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【持
ち
物
】 

帽
子
、
飲
み
物
、
青
色
の
衣
類
等
身
に
つ
け
る
も
の 

 

※
ご
み
袋
は
会
場
で
お
渡
し
す
る
の
で
不
要
で
す
。

軍
手
等
の
道
具
も
お
貸
し
し
ま
す
。 

 

◎
小
笠
原 

海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク(

海
岸
清
掃) 

実
施
報
告 

５
月
30
日(

ご
み
ゼ
ロ
の
日)

か
ら
６
月
８
日(

世

界
海
洋
デ
ー)

ま
で
の
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、

宮
之
浜
・大
村
海
岸
・製
氷
海
岸
・扇
浦
海
岸
に
漂
着

ご
み
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。 

こ
の
期
間
に
回
収
し
た
漂
着
ご
み
の
回
収
量
は
、

合
計
で
１
４
２
・８
９
kg
と
な
り
ま
し
た
。 

各
ビ
ー
チ
の
回
収
量
と
主
な
特
徴
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

【宮
之
浜(

２
３
・５
５
kg)

】  

漁
業
系
の
ゴ
ミ
が
多
く
回
収
さ
れ
ま
し
た
。 

【大
村
海
岸(

１
６
・４
５
kg)

】 

生
活
系
、
事
業
系
の
ゴ
ミ
が
多
く
回
収
さ
れ
ま
し

た
。 

【製
氷
海
岸(

６
１
・９
５
kg)

】 

漁
業
系
の
ゴ
ミ
が
多
く
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

回
収
作
業
を
毎
日
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ
、

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
最
大
の
回
収
量
と
な
り
ま
し

た
。 

【扇
浦
海
岸(

４
０
・９
４
kg)

】 

漁
業
系
、
生
活
系
、
事
業
系
の
ゴ
ミ
が
ま
ん
べ
ん
な

く
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
由
来
の
ゴ
ミ
も
多

く
回
収
さ
れ
ま
し
た
。 

※
宮
之
浜
、
大
村
海
岸
、
扇
浦
海
岸
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会
で
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ゴ
ミ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
引
き
続
き
設
置
し

ま
す
。
回
収
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

◎
共
通
事
項 

【共
催
】環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
、 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

【協
力
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会
、
公
益

財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
、
小
笠
原
村 

【そ
の
他
】 

海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
の
取
組
は
、
こ
ち
ら
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

(h
ttp

s
://u

m
in

o
h
i.jp

/u
m

ig
o
m

i/z
e
ro

w
e

e
k
/) 

   

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４ 

    

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
夏
休
み
期
間
中
、

特
別
展
示
や
夏
休
み
企
画
を
行
い
ま
す
。
自
由
研
究

■
狂
犬
病
予
防
注
射
は
お
済
み
で
す
か
？ 

狂
犬
病
予
防
法
で
、
年
一
回
の
接
種
と
役
場
へ
の
登

録
（
済
票
の
装
着
）
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

注
射
が
済
ん
で
い
な
い
犬
の
飼
い
主
の
方
は
、
動
物

対
処
室
に
て
接
種
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

本
土
の
動
物
病
院
で
接
種
を 

済
ま
せ
て
い
る
方
は
、 

環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

海ごみゼロウィーク 

の取組はこちら 

▼ 

家
屋
の
シ
ロ
ア
リ
被
害
を
見
つ
け
た
ら 

 

「世
界
自
然
遺
産
小
笠
原
諸
島
管
理 

 

計
画
」が
改
定
さ
れ
ま
し
た 

小笠原村HP 

「お知らせ」 

▼ 

「令
和
６
年
度
第
１
回
小
笠
原
諸
島 

世
界
自
然
遺
産
地
域
科
学
委
員
会
」 

「海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
」 

 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の お

知
ら
せ 

 

▼ 
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の
題
材
探
し
や
涼
を
求
め
て
、
お
気
軽
に
遺
産
セ
ン

タ
ー
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

◎
特
別
展
示
『ザ
ン
ネ
ン
な
固
有
種
展
』 

日
常
的
に
固
有
種
に
遭
遇
で
き
る
小
笠
原
。
固
有

種
な
の
で
、
も
ち
ろ
ん
大
事
に
さ
れ
て
い
る
と
思
い
き

や
、
意
外
と
そ
う
で
も
な
い
？
！
そ
ん
な
固
有
種
た

ち
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
ザ
ン
ネ
ン
な
一
面
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 

◎
夏
休
み
企
画
『自
由
工
作
』 

 
 

展
示
ル
ー
ム
内
に
工
作
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

小
笠
原
の
様
々
な
植
物
を
使
っ
て
、
自
由
に
工
作
し

て
み
よ
う
！
作
っ
た
作
品
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。 

【開
催
期
間
】７
月
22
日(

月)

～ 

８
月
24
日(
土) 

【開
館
日
】お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中 

※
着
発
期
間
中
は
日
曜
休
館 

※
詳
細
は
遺
産
セ
ン
タ
ー
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

も
確
認
で
き
ま
す
。 

【開
館
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 
 ●

問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２−

７
１
７
４ 

   

【７
月
の
開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日
、
観
光
船
入
港

中
、
11
日
か
ら
毎
日
開
館 

【開
館
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

(

夜
間
～
午
後
９
時) 

※
イ
ベ
ン
ト
・夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の
ポ

ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【特
別
展
】 

○
写
真
展
「昔
の
小
笠
原
」(

新
館)

開
催
中 

明
治
８
年
に
初
め
て
撮
影
さ
れ
た
様
々
な
写
真
、

戦
前
～
戦
後
、
そ
し
て
現
在
ま
で
の
風
景
や
建
物
、

島
民
の
暮
ら
し
な
ど
の
移
り
変
わ
り
を
写
真
で
紹
介

し
ま
す
。 

○
「小
笠
原 

地
名
展
～
お
が
さ
わ
ら 

地
名
も
歴
史

も 

お
も
し
ろ
い
」(

仮) (

本
館)

17
日
開
催
予
定 

 
 

意
外
と
知
ら
な
い
地
名
の
由
来
を
紹
介
し
ま
す
。 

【企
画
展
】 

○
小
笠
原
の
棘
皮
動
物
展
リ
タ
ー
ン
ズ(

新
館)

開
催

中 

 
 

令
和
４
年
の
夏
に
開
催
さ
れ
た
棘
皮
動
物
展
の
縮

小
版
で
、
写
真
や
標
本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

○
講
演
会
「東
京
都
立
大
学
公
開
講
座
」 

「海
を
渡
る
軽
石
」 

《日
時
》７
月
21
日(

日)

午
後
７
時
～
９
時
30
分 

《場
所
》ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館 

多
目
的
ホ
ー
ル 

《内
容
・演
者
》 

①
伊
豆
・小
笠
原
諸
島
の
火
山
と
軽
石
漂
流(

仮) 

火
山
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
火
山
噴
火
で

発
生
し
た
軽
石
の
漂
流
・漂
着
を
中
心
に
紹
介
し
ま

す
。 

演
者
：石
村
大
輔(

東
京
都
立
大
学 

都
市
環
境
学
部 

地
理
環
境
学
科 

助
教) 

②
今
の
海
岸
に
あ
る
漂
着
軽
石(

仮) 

現
在
の
海
岸
に
あ
る
漂
着
軽
石
の
研
究
を
示
し
、

身
近
に
あ
る
火
山
噴
火
の
痕
跡
を
紹
介
し
ま
す
。 

演
者
：平
峰
玲
緒
奈(
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

研
究

部 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員) 

《主
催
》東
京
都
立
大
学 
小
笠
原
研
究
委
員
会 

《共
催
》一
般
社
団
法
人
ビ
ー
ア
イ
オ
ー 

《協
力
》公
益
社
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
、 

小
笠
原
村 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー     

２―

３
０
０
１ 

   

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。
本

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
国

有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め
に
い

た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー

ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
村
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

【作
業
時
間
】午
前
６
時
～
午
後
２
時 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

【作
業
区
域
】 

巽
湾
周
辺
～
小
港
ま
で
の
沿
岸
お
よ
び
そ
の
周
辺

山
域(

住
宅
地
お
よ
び
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除

く)

。
※
別
図
参
照 

         

 

【作
業
日
程
・通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

７
月
１
日(

月) 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

７
月
２
日(

火) 

 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

７
月
３
日(

水) 

 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

７
月
４
日(

木) 

 

三
日
月
山
・大
滝
・沿
岸
部
周
辺
で
の
作
業
に 

つ
き
、
通
行
止
め
区
間
な
し 

７
月
８
日(

月) 

 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

７
月
９
日(

火) 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

７
月
10
日(

水) 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

７
月
11
日(
木) 

 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

  ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

  

 

小
笠
原
諸
島
で
は
、
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
と
い

う
様
々
な
果
実
を
食
害
す
る
ハ
エ
が
発
生
し
、
大
き

な
農
業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。
長
期
に
わ

た
る
根
絶
防
除
の
末
、
根
絶
を
確
認
し
た
昭
和
６
０

年
以
降
、
お
よ
そ
４０
年
に
わ
た
っ
て
再
侵
入
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
常
に
存
在
し
ま

す
。 最

近
の
ミ
バ
エ
の
侵
入
事
例
と
し
て
は
、
令
和
５
年

に
沖
縄
県
、
長
崎
県
お
よ
び
鹿
児
島
県
に
お
い
て
、
ミ

カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
ト
ラ
ッ
プ
へ
の
誘
殺
が
確
認
さ
れ
、

定
着
を
阻
止
す
る
た
め
の
防
除
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
過
去
に
は
、
平
成
２７
年
に
鹿
児
島
県
奄
美
大

島
に
て
同
虫
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
寄
主
果

実
の
地
域
外
へ
の
持
ち
出
し
の
禁
止
、
約
１
８
０
０
ト

ン
の
果
実
の
廃
棄
処
分
が
実
施
さ
れ
、
大
き
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。 

小
笠
原
諸
島
に
お
い
て
も
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発
生

地
域(

東
南
ア
ジ
ア
等)

か
ら
の
船
舶
の
往
来
に
よ
り

再
侵
入
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
総
合

事
務
所
及
び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
侵
入
調

査
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で

防
ぐ
こ
と
は
、
小
笠
原
の
農
業
や
世
界
自
然
遺
産
を

守
る
た
め
、
重
要
な
こ
と
で
す
。 

島
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
植
物
防
疫
制

度
に
ご
理
解
・ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【小
笠
原
で
輸
入
・輸
出
検
疫
は
で
き
ま
せ
ん
！
】 

植
物
防
疫
法
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
海
外
か
ら
入
港

し
た
船
か
ら
野
菜
、
果
物
、
種
苗
等
の
植
物
を
譲
り

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
税
法
で
も
、

海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
無
断
で
小
笠
原
諸
島
に
荷

物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場
合

は
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

 

 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
・ 

排
除
に
伴
う
通
行
止
め 

植
物
防
疫
制
度
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

◀ 
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【小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
！
】 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
、

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫

が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
植
物

防
疫
法
に
よ
り
、
こ
れ
ら
害
虫
及
び
寄
主
植
物
で
あ

る
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ
等
の
植
物
の
持
ち
出
し
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

観
葉
植
物
・苗
木
等
の
根
付
き
植
物
を
小
笠
原
諸

島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、
植
物
防
疫
官
又
は

植
物
検
疫
補
助
員
に
よ
り
、
害
虫
の
付
着
が
な
い
こ

と
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
土
壌
サ
ン
プ
ル
に
も
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
の

卵
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
土

壌
サ
ン
プ
ル
を
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る
方
は
事
前
に

小
笠
原
総
合
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

《害
虫
》ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
、

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

《植
物
》ア
サ
ガ
オ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ(

空
心

菜)

、
グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
等
の
生
茎
葉
及
び

地
下
部 

【根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

《宅
配
便
・貨
物
等
》 

小
笠
原
総
合
庁
舎
２
階
業
務
課 

(

平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
１５
分) 

《手
荷
物
・携
帯
品
》 

二
見
港
船
客
待
合
所 

(

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
～) 

※
母
島
で
は
Ｊ
Ａ
母
島
支
店
に
て
植
物
検
疫
補
助
員

が
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

業
務
課    

２―

２
１
０
２ 

    

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る

場
合
、
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
講
習
は
講
習
資
料
を
配
付
し
て
、
各
自
で

受
講
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
書
類
の
提
出
を
も
っ
て

講
習
修
了
と
し
ま
す
。 

次
の
目
的
で
講
習
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

電
話
に
て
お
申
込
み
い
た
だ
き
、
受
講
締
切
日
ま
で

に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
村
民
レ
ク
簡
易
講
習 

(

村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
て
指

定
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方) 

父
島
お
よ
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
た
め
の
講
習
を
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「年
間
パ
ス
」の
携
行
が
必
要
で
す
。 

◎
調
査
研
究
簡
易
講
習 

(
調
査
・研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ
る

方) 森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・研
究
、

同
補
助
お
よ
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の
各
自

受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
い
ず
れ
の
講
習
も
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま

す
。
有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希

望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
再
度
、
講
習
の
受
講
が
必

要
に
な
り
ま
す
。 

【パ
ス
発
行
ま
で
の
流
れ
】 

①
受
講
希
望
者
は
電
話
に
て
申
込
み
。 

②
講
習
資
料
を
配
布
。 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
必
要
書
類
を
受
講
締

切
日
ま
で
に
提
出
。 

④
講
習
修
了
書
・入
林
許
可
書
・年
間
パ
ス
又
は
腕
章

の
交
付
。 

【受
講
締
切
日
】７
月
19
日(

金) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２‐

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 

２‐

２
１
０
３ 

     

「イ
ル
カ
個
体
識
別
情
報
募
集
中
で
す
！
」 

 

す
っ
か
り
夏
の
陽
気
と
な
り
、
青
々
と
し
た
海
が

広
が
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
ド

ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
ス
イ
ム
を
楽
し
ま
れ
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ミ
ナ
ミ
ハ
ン

ド
ウ
イ
ル
カ
の
個
体
識
別
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

先
日
行
っ
た
母
島
調
査
で
は
、
「ト
ン
ガ
リ(

＃
86)

」、

「ニ
コ
ち
ゃ
ん(

＃
98)

」と
い
う
個
体
が
初
め
て
母
島

海
域
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
個
体
は
、
こ
れ

ま
で
に
父
島
、
聟
島
の
両
海
域
で
発
見
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
今
回
の
調
査
で
聟
島
～
母
島
間
を
移
動
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

継
続
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
て
も
、
現
場
に
出
る
度
に

新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
海
域
間
を
行

き
来
す
る
の
か
？
ど
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
移
動
す
る

の
か
？
等
、
イ
ル
カ
た
ち
の
生
態
は
ま
だ
分
か
っ
て
い

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
も
っ
と
イ
ル
カ
た
ち
の
暮
ら
し
を
知
る
た

め
に
、
当
協
会
で
は
個
体
識
別
デ
ー
タ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
Ｂ
し
っ
ぷ
内
で
こ
れ
ま
で
に
識
別
さ

れ
た
す
べ
て
の
個
体
の
情
報
が
閲
覧
で
き
ま
す
。
も

し
イ
ル
カ
の
写
真
や
動
画
が
撮
影
で
き
た
ら
、
ぜ
ひ

個
体
識
別
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！

そ
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
デ
ー
タ
提

供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 【写

真
・動
画
デ
ー
タ
の
提
供
方
法
】 

①
２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
又
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
提
供
フ
ォ
ー

ム
に
ア
ク
セ
ス
す
る
。 

h
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s.g

le
/i4

A
F
rZ

tY
6
p
ta

c
k
N

R

6
 

 

②
提
供
フ
ォ
ー
ム
に
従
っ
て
、
必
要
情
報
の
入
力
と
写

真
・動
画
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
。 

※
解
像
度
を
落
と
し
た
写
真
・動
画
で
す
と
識
別
が

困
難
な
た
め
、
な
る
べ
く
撮
影
時
の
解
像
度
で
お

送
り
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

 

● 

問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)  

 
 
 
 

２
ー
３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
278 

  
―

ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
見
学
の
す
す
め―

 

 
 

 

あ
っ
と
い
う
間
に
、
小
笠
原
は
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
の
最

盛
期
で
す
。
天
気
さ
え
よ
け
れ
ば
、
砂
浜
に
行
っ
て
ウ

ミ
ガ
メ
の
卵
を
探
す
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
炎

天
下
の
砂
浜
を
歩
き
、
産
卵
巣
を
確
認
す
る
た
め
、

ひ
た
す
ら
に
穴
を
掘
る
作
業
は
か
な
り
の
体
力
を
消

耗
し
ま
す
。
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
調
査
は
日

中
だ
け
で
は
な
く
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
も
大
村
海
岸

に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
産

卵
の
た
め
砂
浜
に
上
陸
し
て
き
た
お
母
さ
ん
ウ
ミ
ガ

メ
の
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
海
岸
で
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
に
遭
遇
し
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
声
を
掛

け
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！ 

そ
ん
な
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
月
の
満
ち
欠
け
と
関

係
が
あ
る
、
特
に
満
月
の
日
に
多
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
世
界
各
地
で
様
々
な
研
究
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
種
類
や
海
域
に

よ
る
部
分
も
多
く
、
む
し
ろ
半
月
の
日
に
多
く
上
陸

す
る
と
い
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
小
笠
原
で
も
、
大
村

海
岸
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
数
と
、
月
の
満
ち

欠
け
や
潮
の
満
ち
引
き
と
の
関
係
は
、
今
の
と
こ
ろ

統
計
学
的
に
は
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

し
か
し
な
が
ら
、
満
月
の
よ
う
な
月
が
明
る
い
夜

は
、
砂
浜
も
明
る
く
照
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ト
を

点
灯
し
な
く
て
も
歩
き
や
す
く
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
動
き

も
良
く
見
え
る
の
で
、
産
卵
行
動
を
観
察
す
る
の
に

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林

簡
易
講
習
会  
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適
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
ミ
ガ
メ

に
優
し
い
観
察
方
法
で
、
そ
っ
と
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
を

見
守
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
月
が
明
る
い
夜
に
、
ウ
ミ
ガ

メ
を
探
し
に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 ◎

迷
走
ウ
ミ
ガ
メ
１
１
０
番
！ 

産
卵
に
上
陸
し
て
き
た
お
母
さ
ん
ガ
メ
が
道
路
に

出
て
し
ま
っ
た
り
、
海
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
や
衰
弱
死
に
繋
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
見
つ
け
た
場
合
は
海
洋
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
２‐

２
８
３
０ 

 
 
  

 
 
 
 
 

夜
間
は
０
９
０-

１
４
６
１-

３
１
７
１ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

h
ttp
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「続
・小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

大
正
時
代
の
終
わ
り
頃
、
チ
ェ
コ
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ

ら
が
来
島
し
、
約
４
か
月
間
滞
在
し
ま
し
た
。
当
時
の

小
笠
原
の
様
子
を
貴
重
な
挿
絵
と
と
も
に
記
述
し
た

紀
行
書
「OG

A
S
A

V
A

R
A

」(

鈴
木
明
訳)

が
本
村

教
育
委
員
会
保
管
資
料
に
あ
り
ま
す
。 

 大
正
時
代
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ
編(

７) 

外
へ
出
る
と
、
何
人
か
の
男
の
人
が
闇
の
中
で
漁
具

を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
を
岸
か
ら
離
し
て
灯

を
と
も
し
て
い
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
夜
の
海
で
魚
か

カ
メ
の
漁
を
す
る
よ
う
で
す
。
と
て
も
気
持
ち
良
い

素
晴
ら
し
い
夜
で
し
た
。 

島
の
他
の
場
所
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
う
気
持

ち
が
、
私
た
ち
を
探
検
に
駆
り
立
て
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
島
の
奥
地
や
遠
く
に
見
え
る
入
り
組
ん
だ
海
岸

線
を
１
日
が
か
り
で
見
て
回
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
到

達
で
き
な
い
高
地
の
断
崖
絶
壁
で
、
切
り
立
っ
た
斜

面
が
エ
メ
ラ
ル
ド
の
海
ま
で
深
く
落
ち
込
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
あ
る
場
所
は
ロ
マ
ン
溢
れ
る
小
道
が
海
岸

沿
い
に
続
き
、
山
側
に
は
ヤ
シ
な
ど
の
熱
帯
植
物
が

茂
り
、
静
か
な
入
り
江
が
広
が
る
海
側
は
、
灼
熱
の

太
陽
を
浴
び
た
白
い
砂
が
宝
石
の
よ
う
に
輝
い
て
い

ま
し
た
。 

時
に
破
壊
的
な
海
の
力
は
岩
壁
に
穴
を
空
け
、
空

い
た
穴
の
洞
窟
で
は
波
が
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
音
を
立
て
、
不

器
用
な
カ
ニ
が
岩
の
割
れ
目
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
海

は
実
際
恐
ろ
し
げ
に
轟
い
て
い
ま
し
た
。 

私
は
石
だ
ら
け
の
細
い
砂
州
で
つ
な
が
っ
て
い
る

半
島
を
歩
く
の
が
好
き
で
し
た
。
こ
の
浜
に
は
両
側

か
ら
海
が
迫
り
、
波
に
削
り
取
ら
れ
た
岩
が
至
る
所

に
顔
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
広
い
海
の
向
こ
う
に
尖
っ

た
二
つ
の
岩
が
大
海
原
の
中
に
虫
歯
の
よ
う
に
そ
び

え
立
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
海
が
特
に
荒
れ
狂
い

船
を
出
せ
な
い
ほ
ど
不
安
な
夜
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
あ
く
る
日
、
例
の
半
島
に
出
か
け
て
み
る
と
、
砂

州
で
は
繋
が
っ
て
お
ら
ず
歩
い
て
渡
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
島
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
宿
の
近
く
に
は
手
入
れ
の
行
き
届
い
た

美
し
い
庭
園
が
あ
り
、
子
供
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
ま

し
た
。
こ
の
場
所
は
、
本
土
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
罪

を
犯
し
た
年
端
も
い
か
な
い
子
供
た
ち
を
更
生
さ
せ

る
学
校
で
し
た
。
こ
こ
の
子
供
た
ち
は
人
懐
っ
こ
く
礼

儀
正
し
く
、
ほ
か
の
子
供
た
ち
と
全
く
変
わ
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

私
た
ち
は
時
折
、
島
の
奥
に
も
出
か
け
ま
し
た
。
山

奥
に
向
か
う
青
い
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
が
生
い
茂
る
赤
い

土
の
道
を
登
っ
て
い
く
と
、
農
家
の
人
が
鼻
腔
に
鉄
の

輪
を
通
し
て
い
る
牛
を
引
い
て
い
る
光
景
に
出
会
い

ま
し
た
。
赤
い
土
の
道
は
墓
地
の
脇
を
通
り
、
丘
の
上

の
拓
け
た
場
所
に
は
墓
石
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の

場
所
か
ら
は
湾
全
体
が
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
周
囲

は
山
で
お
お
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
墓
石
に

は
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
陶
器
の
小
皿
に
米
が

置
か
れ
竹
の
筒
に
は
赤
い
ユ
リ
の
花
が
挿
さ
れ
、
私
た

ち
が
京
都
で
見
た
苔
む
し
た
灰
色
の
墓
石
と
は
ま
る

で
違
っ
て
い
ま
し
た
。 

お
墓
の
先
は
狭
い
登
り
坂
が
山
の
頂
上
ま
で
続
き
、

岩
か
ら
岩
へ
這
い
上
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
で
し

た
。
２
、
３
時
間
か
け
、
や
っ
と
の
思
い
で
頂
上
に
到

着
し
辺
り
を
見
渡
す
と
、
視
界
の
及
ぶ
限
り
青
い
太

平
洋
が
広
が
り
、
所
々
が
周
囲
の
山
に
視
界
を
遮
ら

れ
る
程
度
の
素
晴
ら
し
い
景
色
で
し
た
。
遠
く
に
青
い

小
さ
な
島
影
が
見
え
、
こ
の
島
は
世
界
か
ら
全
く
切

り
離
さ
れ
た
遠
い
島
な
ん
だ
と
改
め
て
痛
感
し
ま
し

た
。 

次
回 

大
正
時
代
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ(

８)

に
つ
づ
く 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
百
十
貝 

「寝
な
が
ら
食
べ
る
ク
セ
も
遺
伝
な
ら
し
か
た
な
い
」 

 

ソ
フ
ァ
に
寝
転
が
り
ポ
テ
チ
を
食
べ
な
が
ら
テ
レ

ビ
見
る
っ
て
幸
せ
な
ひ
と
と
き
で
す
が
、
家
族
に
見
つ

か
る
と
「だ
ら
し
な
い
！
」っ
て
怒
ら
れ
ち
ゃ
い
ま
す

よ
ね
え
。
「い
や
、
ぼ
く
は
遺
伝
的
に
そ
う
じ
ゃ
な
い

と
食
べ
れ
な
い
か
ら
仕
方
な
く
っ
て
」な
ん
て
口
答
え

し
た
ら
、
も
っ
と
怒
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
な
あ
。 

父
島
の
遺
産
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
飼
育
さ
れ
て
い
る

13
種
の
カ
タ
マ
イ
マ
イ
た
ち
に
は
、
週
に
１
回
の
ペ
ー

ス
で
カ
ル
シ
ウ
ム
＆
た
ん
ぱ
く
質
ふ
り
か
け
つ
き
ナ

ス
の
ご
馳
走
が
配
膳
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
種

類
に
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ナ
ス
を
置
い
て
お
く
だ
け
で
、
次

回
ま
で
に
完
食
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
お
皿
に
乗

せ
た
ナ
ス
で
は
お
気
に
召
さ
な
い
ク
セ
の
あ
る
方
々

も
、
、
、
兄
島
の
ク
チ
ベ
ニ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
、
母
島
の
ヒ

シ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
が
特
別
な
の
か
と

い
く
つ
か
の
野
菜
や
果
物
、
菌
な
ど
試
し
て
も
解
決

で
き
ず
、
雰
囲
気
づ
く
り
が
大
事
な
の
か
と
加
湿
器

で
雲
霧
帯
を
再
現
す
る
も
、
そ
れ
だ
け
で
も
な
い
よ

う
で
。
試
行
錯
誤
の
末
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
天
井

に
配
膳
す
る
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
両
種
と
も
、
ぶ
ら
下

が
り
な
が
ら
じ
ゃ
な
い
と
食
欲
が
わ
か
な
い
よ
う
な

の
で
す
。 

別
々
の
列
島
に
暮
ら
す
ク
チ
ベ
ニ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
と

ヒ
シ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
で
す
が
、
彼
ら
が
い
ず
れ
も
半
樹

上
性
の
生
態
型
で
あ
る
こ
と
と
も
関
係
す
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
樹
上
の
食
事
に
有
利
な
消
化
管
の
構

造
を
し
て
い
る
と
か
？
幼
貝
の
う
ち
は
地
上
に
置
い

た
餌
で
も
食
べ
る
の
で
、
「ぶ
ら
下
が
り
食
べ
」は
、
こ

れ
ら
の
種
が
成
長
し
た
段
階
で
の
特
徴
で
も
あ
り
そ

う
で
す
。
普
段
使
い
の
３
ミ
リ
ス
ラ
イ
ス
の
ナ
ス
で
は

貼
り
付
け
て
も
自
重
で
落
下
し
や
す
い
の
で
、
天
井

用
に
は
１
ミ
リ
ス
ラ
イ
ス
。
ナ
イ
フ
の
薄
切
り
テ
ク
ニ

ッ
ク
が
試
さ
れ
ま
す
。 

「僕
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
寝
な
が
ら
じ
ゃ
な

い
と
食
欲
が
わ
か
な
い
ん
だ
よ
ー
」「ほ
ら
、
マ
イ
マ
イ

に
だ
っ
て
遺
伝
的
に
仰
向
け
じ
ゃ
な
い
と
食
べ
れ
な
い

種
類
が
い
る
ら
し
い
し
さ
」と
添
え
て
も
、
怒
ら
れ
る

ん
で
し
ょ
う
ね
笑 

               

【文
】森 

英
章(

自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー) 

【イ
ラ
ス
ト
】小
野 

恵 
 

※
マ
イ
マ
イ
の
飼
育
繁
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
環
境
省
事

業
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 
 
 
 

２―

３
１
１
７ 
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小笠原村は今年３月に温室効果ガスの排出量削減等を推進するための総合的な計画である「地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 
～スイッチおがさわライフ ゼロカーボン大作戦～」を策定しました。今後、2050 年までに CO2 排出量実質ゼロとすることを目標に、
本計画に基づいて取組を進めていきます。ごみを焼却すると温室効果ガスが排出されることから、ごみを減らすこともゼロカーボン実現
への第一歩です。どうしたらごみを減らすことが出来るでしょうか？今回は、小笠原村でのごみ処理の現状についてご紹介します。 

容器包装プラ拠点回収 

（母島） 

 

硬質プラのステーション回収 

 回収品目 

 

資源リサイクル拠点回収（父島）詳細は１ページ参照 

小笠原村環境課 

2－2270  

小笠原村の 2022 年のごみ処理量は
685t、リサイクル率は 35.8％でした。 

長期的な推移では、ごみの減量化・ 
リサイクル率の向上がみられます。 

ただし、2020 年からはごみ処理量が 
増加・リサイクル率が低下しています。 
これはコロナ禍のステイホーム中の 
片付けでごみ量やリサイクルできない 
大きなごみの持込が多くなったためと 
考えられます。 

 

小笠原村で出たごみはステーションで回収されたり、回収拠点やクリーンセンターへ持ち込まれた後、島内でごみとして焼却されたり、 
島外へ搬出されて資源として活用されています（下図参照）。 

ごみの焼却で生じた灰や陶器・割れガラス等は島外へ搬出されず島内の処分場に埋め立てられ蓄積しています。 

今後は、「小笠原村ゼロカーボン対策地域会議」※を開催し村民の皆さまの意見を取り入れながら、ごみの減量化・
リサイクル率の向上に向けた検討を行います。 
地球環境のためだけではなく小笠原村での快適な暮らしを守るためにも、ごみの量をなるべく減らし、資源として

活用できるように、正しいごみの分別にご協力をお願いします。 
 
 
 

ごみのゆくえ 

リサイクル率の推移 
（2009 年～2022 年） 

ごみ処理量の推移 
（1999 年～2022 年, 

父島クリーンセンター年間処理量） 

新しい取組 
今年 4 月から開始した硬質プラのステーション回収（父島）・容器包装プラ拠点回収（母島）に加えて、７月から資源リサイクル拠点回収

（父島）・硬質プラのステーション回収（母島）を開始します。 

①プラスチック製容器包装 ②製品プラスチック ③発泡スチロール 

④紙製容器包装 ⑤雑誌・新聞・雑がみ ⑥紙パック 

マークが有るもの 
マーク無し 

かつ７割以上がプラ 

かつ硬質なもの 

マークが有るもの マークが有るもの 

毎月２回目の水曜日（父島）、
年 3 回粗大ごみの日（母島） 
に回収します。 

詳細は小笠原村 HP を 
ご覧ください。 
 「ごみの回収・出し方」➡ 

（小笠原村 HP）   

※地球温暖化対策実行計画（区域施策編）における 2030 年の CO2削減目標を達成することを目的に開催する会議。公益法人や地域団体他,、村内の様々な主体の構成員を参加者とする。 

685ｔ 

43.6％ 

35.8％ 

ごみ処理量・リサイクル率の推移 

※図中の値は 2022(令和４)年度の処理量を示す 

総搬入量 1,166t

資源ごみ

298.0t

粗大ごみ

32.8t

収集ごみ 883.8t

焼却処理

685t

収集・持込島外へ搬出 島内で処理

資源化

417t

処理困難物

埋め立て

集団回収

0.3t

父島クリーンセンター,母島リレーセンター

焼却灰
埋め立て

143t

母島内消滅処理

父島クリーンセンター 管理型処分場

安定型処分場

8ｔ

284ｔ

120ｔ

有害・危険ごみ

5.3t

持込ごみ

282.0t

生ごみ

17.7t

焼却ごみ

530.0t

25ｔ

14ｔ

130ｔ

助燃材として
サーマルリサイクル

学校給食の
牛乳パック回収

※母島のみ

段ボール、雑誌 等
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― 村民課福祉係― 

― 第 293 号― 

 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：スポーツをした後は喉が渇いて水はすごくおいしいよね。 

保健師：そうですね。でも喉が渇く前に飲むのがポイントです。「喉が渇いた」と感じたら、 

既に水分が足りない状態です。喉が渇く前から意識して水分をとることが大事です。 

クジラ：そうなんだね！外出するときはいつでも水分がとれるように水筒を持っていこうっと。 

水は身体の中で 

      何をしている？ 

暑くなると・・・・ 

 小笠原にも夏本番の季節がやってきました。この時期にしっかり対策を行っていきたいのが、

脱水症です。最近、食欲が湧かない、身体がだるい、疲れが取れないなどの症状が少しでもある

方は食事や休息をしっかりと取り、十分な体力をつけていきましょう。今回は脱水症と水分摂取

のポイントについてお知らせします。 

 水は血液や尿になって、身体中に必要な

栄養を運んだり、不要なものを運び出した

りします。 

 呼気や皮膚から蒸発するときには、いら

ない熱を外に出し、体温調節をします。 

脱水症は熱中症の始まり 

 熱を逃がすために身体の表面にたくさん血液を集

めます。そのため、脳や内臓に栄養を送ったり老廃

物を排出するための血液が足りなくなります。ここ

で水分補給が適切に行われないと、脱水症になって

しまいます。 

 脱水症が進むと、水分や塩分などのバランスが崩

れて、身体にいろんな症状が出てきます。これが熱

中症です。 

 ひどくなると、身体の熱を逃がす働きが弱くな

り、身体に指示を出している脳の機能が停止して体

温を調節できず体温が上昇します。熱中症の中でも

命に関わる、とても危険な状態です。 

かくれ脱水チェック✓ 

□ 夏バテぎみと感じる 
 

□ 頻回にのどが渇く 
 

□ おしっこの色の黄色が濃くなる 
 

□ 口の中、口のまわりが乾く 
 

□ 二日酔いの様な症状がある 

水分補給のポイント 

こまめに水分補給をしましょう 
 一度にたくさん飲むことは大変なので、こま

めに分けて水分補給をしましょう。分けて飲む

ことで吸収がよくなり、身体の中に水分が維持

できた状態が続きます。 

例）毎食前後、起床後、就寝前など・・・ 

水やお茶で水分補給をしましょう 
 缶コーヒーや清涼飲料水には砂糖が多く含まれ

ているので、飲み続けるとエネルギーや糖質が過

剰になり、肥満や生活習慣病などを引き起こして

しまいます。 

塩分補給も忘れずにしましょう 
 たくさん汗をかくと水分の他に塩分も失われ

てしまいます。水分・塩分がバランスよく保た

れていることで体調維持できます。スポーツド

リンクがおすすめですが、水分と一緒に塩分を

含んだ飴、梅干しや塩昆布も効果的です。 
一つでも当てはまればすぐに水分補給をしましょう！ 

□ トイレに行く回数が減っている 便秘になる 
 

□ 食欲が出ない 
 

□ なんとなく元気がない 
 

□ 昼間寝てばかりいる 
 

□ 暑いのに汗をかかない 

成人（自分で体調管理が出来る方） 

高齢者（自覚症状がない・周囲の気づき） 



産科・婦人科専門診療(父島)(～５日) 乳幼児計測会(母島)/行政相談所の開設(父島)

個人住民税、国民健康保険税(第１期)他の納期 小笠原村観光局「事業報告会」(母島)

小笠原村診療所の歯科休診(～11日)/都ノヤギ排除(～４日) 母島巡回ペット診療・相談

入・出港日

親子教室(すくすくキッズ)(父島)

入港日 スノーケリングインストラクター 認定講習申込〆切

沖ノ鳥島視察会(～６日) 森林生態系保護地域入林簡易講習会受講〆切

定期予防接種(父島・母島)

入・出港日

東京都知事選挙 繰上投票日(母島) 「東京都立大学公開講座」

出港日

東京都知事選挙 投票日(父島)/開票日

都ノヤギ排除(～11日)

母島巡回労働相談 入・出港日

「小笠原諸島世界自然遺産地域科学委員会」

入港日 電話による無料法律相談

村議会定例会(第2回)ケーブルテレビ録画放送(・12日)

乳幼児健診・歯科健診(父島)

「向島視察会」(母島)申込〆切

くらしの法律・税金相談(父島・母島)(・12日)

ヘルスアップ教室「ナイトウォーキング～夜明道路～」(父島)申込〆切 入・出港日

親子教室(すくすくキッズ)(父島)申込〆切 母島返還祭ケーブルテレビ録画放送

小笠原中学校　セーフティ教室

くらしの法律教室

父島返還祭ケーブルテレビ録画放送

出港日

ヘルスアップ教室「ナイトウォーキング～夜明道路～」(父島)

小笠原村観光局「事業報告会」(父島)　　　　

「向島視察会」(母島)

ビーチクリーンin洲崎

入・出港日

固定資産税(第２期)の納期
東京宝島チャレンジプロジェクト申込〆切

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日
※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　1日・3日・5日・８日・10日・12日・1７日・19日・2２日・24日・26日・2９日・31日

15 月

28 日

30 火

日 29 月

31 水

14

13

12 金

土

27 土

11 木 26 金

10 水 25 木

9 火 24 水

8 月 23 火

7 日 22 月

6 土 21 日

5 金 20 土

4 木 19 金

3 水 18 木

2 火 17 水

1 月 16 火

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

7月のカレンダー

海の日


